
 

弘前学院大学のディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針） 

 

弘前学院大学文学部においては，次に掲げる能力を身につけた者に「学士 

（文学）」の学位を授与する。 

 

英語・英米文学科及び日本語・日本文学科に共通する要件 

1. キリスト教主義に基づく建学の精神を理解し，また自身の専門のみにとらわ

れない多様な知識や言語を学ぶことで，広い範囲にわたる理解力を持ち， 

日々移り変わる新しい状況に対応できる。 

2. キャリアに関する基礎的知識及び自身のキャリアに関連する知識を身につけ

ることで，自ら目標を定め，その達成に向けて行動できる。 

 

英語・英米文学科固有の要件 

3. 英語でのコミュニケーションを行うための基礎的な知識や技術を学ぶこと

により，英語を用いた学びや多様性のある社会へ貢献ができる。 

4. 英語及び欧米の文学・文化について専門的に学ぶことを通して，論理的な 

思考を身につけ，そうした思考に基づく明快な言葉によって多様性のある社

会に貢献ができる。 

 

日本語・日本文学科固有の要件 

5. 日本語及び日本の文学・文化について専門的に学ぶことを通して，論理的 

な思考を身につけ，そうした思考に基づく明快な言葉によって多様性のある

社会に貢献ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

弘前学院大学のカリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

 

弘前学院大学文学部は，計 128 単位以上を修得し，卒業論文を提出すること

で，学位取得が可能となる。この単位数に応じた科目は，以下に掲げるカリキ

ュラム・ポリシーを基に設定されている。以下に掲げる各科目群においては，

アクティブ・ラーニングの要素をバランス良く取り入れることを目指している。 

 

英語・英米文学科及び日本語・日本文学科に共通する方針 

DP1の達成に向けて 

1-1. 大学における学びに必要な基礎を養うために，アクティブ・ラーニングを

中心とする必修科目である「基礎科目」を設定する。 

1-2. 建学の精神に基づいた幅広い教養と人間性を身につけるために，「キリス

ト教」「人間・社会」「自然」「地域」についての 4 分野から成る選択必修

科目を「一般教育科目」として設定する。 

1-3. 単に幅広い内容を学ぶのみならず，特定のテーマについてより深く学ぶた

めの選択必修科目である「教養演習」を設定する。 

1-4. 学びの幅を広げるために，必修科目である英語と，選択必修科目である英

語以外の言語を「外国語科目」として設定する。 

1-5. 一般的な知識のみならず，運動や健康についての知識の獲得とその実践の

ために，スポーツの実技及び講義を「保健体育科目」として設定する。 

1-6. 学びの多様性を担保するため，国内外の大学との単位互換科目を設定する。 

 

DP2の達成に向けて 

2-1. 現代社会への理解を深めることを通して，将来のビジョンを描き，自らの

将来に対する準備を進めるための系統だった科目を「キャリアサポート科

目」として設定する。 

2-2. 自身のキャリアデザインに応じて，必要な能力を育成するための選択科目

を「キャリアサポート科目」として設定する。 

 



 

英語・英米文学科固有の方針 

DP3の達成に向けて 

3-1. 専門的な学びを始める前段階として，言語・文学・文化に関する理論の概

要と，高校までの学びを復習する Reading の科目を「専門基礎科目」とし

て設定する。 

3-2. 英語でのコミュニケーション能力向上のため，英語の使用を促進する必修

科目として，4 年間にわたる「English Communication科目」を設定する。 

 

DP4の達成に向けて 

4-1. 英語への理解を促すよう，英語学についての系統だった科目を「専門教育

科目」として設定する。 

4-2. 欧米の文学・文化に関して，これを俯瞰すると同時に多様な視点から学び

を深めることができるよう，文学・文化についての系統だった科目を「専

門教育科目」として設定する。 

4-3. 両学科にまたがる専門性の高い知識及び技術を学ぶ科目を，「共通科目」

として設定する。 

 

日本語・日本文学科固有の方針 

DP5の達成に向けて 

5-1. 専門的な学びを始める前段階として，言語・文学・文化に関する理論の概

要と，高校までの学びを復習する古文及び漢文の科目を「専門基礎科目」

として設定する。 

5-2. 日本語への理解を促すよう，日本語学についての系統だった科目を「専門

教育科目」として設定する。 

5-3. 日本の文学に関して，これを俯瞰すると同時に多様な視点から学びを深め

ることができるよう，文学についての系統だった科目を「専門教育科目」

として設定する。 

5-4. 日本及び日本に影響を与えた国の文化に関して，これを俯瞰すると同時に

多様な視点から学びを深めることができるよう，文化についての系統だっ

た科目を「専門教育科目」として設定する。 

5-5. 両学科にまたがる専門性の高い知識及び技術を学ぶ科目を，「共通科目」

として設定する。 

 

※アドミッション・ポリシーはホームページを参照のこと 


